


（事業計画書添付書類）
地域の水産業の発展に寄与するための定置漁業生産の維持・増大に向けた経営計画書
漁業権番号：定第○号　　　　　
漁場名：　　　　　　　　　　　
申請者名：　　　　　　　　　　
１　事業方針


２　許可期間中の資金調達計画
	科　　　　　　　　　目
	金　　　　額
	備　　　　考

	自　　己　　資　　金
	千円
	

	借入先別
借入金額
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	計
	
	


　注　借入金については、借入方法を備考欄に具体的に記載すること。

３　操業計画及び操業行程
　　別表のとおり。

４　雇用計画
　(1) 雇用従事者数
	区分
	地元市町村内の者
(A)
	Aを除く沿岸市町村在住の者
(B)
	A及びBを除く県内者
(C)
	県外者
(D)
	合　計
(A+B+C+D)
	備  考

	常時従事者
	　　 　人
	 　  　人
	   　人
	     人
	人
	

	臨時従事者
	
	
	
	
	
	



　(2) 常時従事者の雇用条件
	雇用者
内訳
	１人当たり平均１か月労賃
	歩合率
(A)/(B)
	最低保証額
	労働保険加入
(○印)

	
	固定給
	歩合給
(A)
	賞与
	その他
	計
(B)
	
	
	

	大　謀
	円
	円
	円
	円
	円
	％
	円/月
	

	船　頭
	
	
	
	
	
	
	
	

	機関士
	
	
	
	
	
	
	
	

	網　人
	
	
	
	
	
	
	
	

	事務員
	
	
	
	
	
	
	
	

	炊事員
	
	
	
	
	
	
	
	



　(3) 常時従事者の定置漁業の経験年数
	区 分
	10年
	９年
	８年
	７年
	６年
	５年
	４年
	３年
	２年
	１年
	備考

	地元市町村内の者(A)
	人
	人
	人
	人
	人
	人
	人
	人
	人
	人
	

	Aを除く沿岸市町村在住の者
(B)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	A及びBを除く県内者(C)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	県外者(D)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計(A+B+C+D)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



５　許可期間中の資材調達計画
	種類名
	１か統の
使用量
	自　己
	購入予定
	借　入　予　定
	備 考

	
	
	保有量
	数量
	金額
	数量
	賃借料
	借入先
	

	
	
	
	
	 千円
	
	 　千円
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	


　
注１　種類名欄には、「土俵」、「漁網」、「ロープ」等と資材名別に記載すること。
　　２　１か統の使用量には、予備数量のものは含まない。自己保有量欄、購入予定欄及び借入予定欄には予備数量分も記載すること。



[bookmark: _GoBack]６　許可期間中の漁船調達計画（既存の自己保有船についても漏れなく記載すること）
	船 名
	登録番号
	総トン数
	馬力数
	自己保有
(○印)
	購入予定金額
	建造予定金額
	借用予定
	備考

	
	
	
	
	
	
	
	賃借料
	借入先
	

	
	
	
	
	
	千円
	千円
	千円
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



７　許可期間中の漁舎、倉庫その他の施設整備計画（既存の自己保有建物についても漏れなく記載すること）
	名称
	面積
	自己保有
（○印）
	購入予定
金額
	建設予定
金額
	借用予定
	備考

	
	
	
	
	
	貸借料
	借入先
	

	
	ｍ2
	
	千円
	千円
	千円
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	



８　会計年度当たりの収支予算
　(1) 収入金額
	主な水揚魚種名
	数　　　　量
	金　　　　額
	備　　　　考

	
	　　　　　 トン
	 　　　　  千円
	

	
	
	
	

	その他
	
	
	

	計
	
	
	





　(2) 支出金額
	科　　　目
	金　　　額
	備　　　　考

	雇用労賃
	千円
	

	漁船費
	
	

	漁具費
	
	

	燃料費
	
	

	その他
	
	

	小　　計
	
	

	減価償却費
	
	

	合　　計
	
	


　注１　漁船費、漁具費は、修繕費及び消耗品費などを記載すること。
　　２　減価償却費は、漁船及び敷設漁具等の取得価格から算出すること。

　(3) 差引利益額　　　　　　　　　千円

９　収益性を高めるための取組
　（既に免許を受けている定置漁業権漁場との複合操業による経済効果等について記載すること）


10　免許区域内への漁具配置図
　（詳細な図面ではなく簡易なものでよい）



- 4 -

